
 

 

 

（別冊１）令和 2年度 熊本市エイズ総合対策報告書 
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Ⅰ 各団体における取り組みの実施状況について 
 

【学識経験者】 

■熊本大学教育学部 

  学内でのポスターの掲示を行った。 

  今年度はリモートとなったため、学生と会う機会も少なく、授業で情報提供のみ 

行った。また、教育実習の期間も短くなったため、実習校での取組みの機会がなか 

った。 

 

【保健・医療関係】 

■熊本県看護協会 

 （1）12月の世界エイズデーには協会内に啓発のためのポスターを掲示した。 

（2）熊本県看護協会では、熊本県全域を対象に小・中・高校向け「性教育出前講 

座」を実施し、その中で「エイズ ＳＴＤ対策」についても講義している。 

令和 2年度は、コロナ禍のためオンライン講義も取り入れたが、申し込みが 

減少し、また熊本市内の学校からの依頼はなかった。 

 

           小学校：0 

    熊本市以外  中学校：6校   計 7校（8回実施：同じ学校で学年別の 

高校：1校        実施有） 

            

 

【人権擁護報道関係】 

■熊本市民生委員児童委員協議会 

  新型コロナウイルスの流行がなかなか止まりません。そのような中でコロナ差別と 

  呼ばれるような事象が起きていると聞きます。私たち民生委員の周りでも感染され 

  た人の話を聞きます。中には、自分勝手な考えで夜の街を遊び歩き、その結果感染 

  という人もいますが、ほとんどの人は職場であったり施設であったり、本人の自助 

  努力、責任では防げない中での感染であると思います。 

  周りの人が偏見や思い込みでその人を憎んだり遠ざけたりすることは、まさにエイ 

ズ感染者に対する差別と同様だと思います。 

  民児協では、定例会等でそのような状況に出会った時の適切な対応を民生委員・児 

童委員の皆さんにお願いしているところです。 
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【報道関係】 

■熊本日日新聞社 

（1）実施状況について(熊日朝刊に掲載された関連記事) 

  2020 (令和 2 )年度は、エイズに直接関係する記事の掲載はなかったが、コロナ

禍による長期休校などを背景に中高生の妊娠相談や性被害に関する相談などが

増えていると聞き、いくつかの記事を通して警鐘を鳴らした。 

夏休みに入るタイミングに合わせて、「中高生や保護者に向けて知ってほしい

こと」として産婦人科医のインタビューを掲載。3 月 1，3，4 日の 3 回「中高

生の妊娠 県内の支援現場から」のタイトルで慈恵病院と福田病院の取り組みを

報告し、締めくくりの 3回目に産婦人科医のインタビューを連載した。 

記事を出すにあたって心掛けたのは、必ず相談窓口の連絡先を掲載すること。

記事を見て問い合わせや相談をしたいと考える人がいると想定し、必要な情報

は何度でも掲載するようにしている。 

県が毎週発表している「感染症情報」で、本年度は梅毒患者の増加をトピック(見

出し)に取り上げた記事を 7件掲載した。 

記事には人数だけでなく、梅毒の症状の特徴と感染経路、予防につながる行動

も盛り込むようにしている。感染症情報は若い人にも積極的に届けたい情報と

して、インターネットの「熊日電子版」にも毎週掲載している。 

今後は、コロナの影響により懸念される事柄(性感染症の受診控えや検査機会の

減少と、その危険性)にフォーカスを当てた記事も検討したい。 
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 （熊本日日新聞：20210304） 

 

 

（熊本日日新聞：20200807） 
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（熊本日日新聞：20200513）      （熊本日日新聞：20201016） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（熊本日日新聞：20210226）  

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

 

 

 

 

Ⅱ 各委員からのご意見等 

 

【保健・医療関係】 

■熊本県看護協会 

 （1）エイズ・ＳＴＩ対策全般について 

   中学 3年生を対象とした「エイズ・性感染症予防啓発用動画ＤＶＤ」を見せて 

   いただきましたが、わかりやすく作成されています。コロナ禍で出前講座が困 

   難であり、大切な時期の中学 3年生への啓発を継続していくためにも役立つも 

のと思いました。 

 

 （2）エイズ対策推進会議について 

   会議で頂く「熊本市エイズ総合対策 報告書」は全国及び熊本市の感染状況や 

   熊本市の取組等がよくわかり、これを協会内職員や理事会などで報告しており 

ます。今回、松下先生の講話のＤＶＤ（エイズの現状と課題）を頂き、医療関 

係者等が知るべき正しい知識のＤＶＤなので、上記の報告等に使用するために 

も会議とは別に講話のみのＤＶＤを作成していただくとリアルに伝わると思い 

ました。 

 

【学識経験者】 

■熊本大学教育学部 

  （1）エイズ・ＳＴＩ対策全般について 

    毎回、DVDや資料をお送りいただきありがとうございます。 

    今後、学生への指導に活用していきたいと考えています。 

 

（2）エイズ対策推進会議について 

    リモート会議ができるとよい 

 

【報道関係】 

■熊本日日新聞社 

  コロナの影響で、2020年度は全体的に積極的な施策展開が控えられたが、今後は 

感染防止策と両立可能な形で再開されると思う。活動は一度停滞してしまうと、そ 

こから抜け出すためには従前の 2倍のパワーが必要だと思うので、より一層、情報 

発信と啓発に力を入れてほしい。コロナを機に感染症への関心は高まっている。こ 

のピンチをチャンスととらえ、積極的な取り組みを期待したい。 

熊日としても、本会議などを通じて情報を関係期間と共有・交換し、「どうすれ 

ば必要な情報を必要な人に届けられるか」を一緒に考えていきたい。 


